
平成２９年度 麻生区市民提案型協働事業 中間報告 

団体名（ゆりっぴい広場                           ） 

事業名（地域の茶の間・ゆりっぴい広場で多世代交流              ） 

①

事
業
の
概
要

住民の暮らしが多様化し、向こう三軒両隣の関わりが希薄になる中、町会単位の取り組みのほ

か、災害時を想定した地域福祉（相互）等、セーフティネットを作る取組が必要である。その為、

小学校区の避難場所をエリアとした地域住民の連携を、平時から組織していくことを目指す。公

共の施設であるいこいの家を活用し、地域住民が出かけるための食事の提供とイベントを企画し、

多世代交流の機会を設け、地域の顔の見える関係づくりを行う。

②
上
半
期
（
９
月
末
ま
で
）
の
事
業
の
取
組
状
況

取組の経過 取組に伴う効果 

＜食・イベント開催＞

場所：百合丘いこいの家

① 5月 20日(土) 初鰹カレー・ゴム印作り
参加者：20名

② 6月 17日(土) マーボーカレー・ゴム印作り
参加者：26名（内、子ども 2名）  

③ 7月 15日(土) ハンバーグ＆ラタトゥイユ・一閑張・
ゴム印作り

参加者：30名（内、子ども 6名）
④ 9月 2 日(土) すいとんカレー・防災出前講座
参加者：21名

老人福祉施設での取り組みを通じ、地

域で連携可能な活動を多く知ることが

出来た。また、食とイベントの実施は、

会話を通じた関係づくりを実現し参加

者同士のネットワーク作りと相互扶助

の機会となり、顔の見える関係作りへ

の一歩となった。毎回のスタッフによ

る民話の語りは聞く人それぞれの記憶

の回想や共有を通じて、茶の間の交流

の火種となっている。

②

課
題
と
改
善
方
法

開催するにあたり、場の開設が一番大きな課題であった。エリアを拡げるとともに、参加者を

増やし世代を広げていきたい。参加者の輪を拡げるため、継続性を考慮し、参加（利用）条件を

整備する必要がある。特に、多世代が集まりやすい場づくりに試行錯誤している。お一人お一人

が安心して有意義な時間を過ごし、地域ならではの輪を拡げられるような企てを、更にスタッフ

のネットワークを共有しながら参加者の声を拝聴しつつ試みていく所存です。

また、同じような活動をしている方々とつながるための取組を通じて、次年度につながるよう

工夫していきたい。

③

下
半
期
（
３
月
末
ま
で
）
の
取
組
予
定

＜食・イベント開催＞

場所:百合丘いこいの家
※10月 21日(土)
百合丘いこいの家がある施設で開催されるお祭りイベントに、広報のため参加

① 11月 18日(土) カレー30食・オカリナ演奏・リース作り
② 12月 16日(土) カレー30食・色紙書初め
③  1月 20日(土) カレー30食・琴の演奏
④  2月 17日(土) カレー30食・コンテンポラリーダンス


